
令和６年度 第２回静岡市農業振興協議会 

 

       日時：令和７年３月 12 日（水）11 時 00 分～ 

               場所：市役所 静岡庁舎８階 会議室 

 

次 第 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事 

第２次静岡市農業振興計画進行管理 

（１）令和７年度の取組について 

（２）個別成果指標の変更について 

 

４ その他報告事項 

 

５ 閉会 

【配付資料】 
  ・名簿 
  ・座席表 
  ・資料１  令和７年度当初予算（農林水産部） 

・資料２  第２次静岡市農業振興計画について 
・資料３  令和７年度の取組について 

  ・資料４  個別成果指標の変更について 
  ・参考   有機農業実施計画（概要） 
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ミ ツ ヤ マ
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サダム
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所長
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　浩康
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経済局　農林水産部  島津
シ マ ヅ

　秀雄
ヒ デ オ

農業政策監

経済局　農林水産部
農業政策課  花村

ハナムラ

　章弘
アキヒ ロ

課長

経済局　農林水産部
農地利用課  遠藤

エン ドウ

　能久
ヨシ ヒサ

課長
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農地整備課  石田

イ シ ダ

　靖幸
ヤス ユキ

課長

経済局　農林水産部
中山間地振興課  岡本

オ カ モ ト
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ヨシ アキ

課長
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農業政策課  石川
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久
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お茶のまち推進担当課長

経済局　農林水産部
農業政策課  水嶋

ミズ シマ

　成彦
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参事兼係長
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農業政策課  石川

イシ カワ

　彰彦
アキ ヒコ

課長補佐兼係長

経済局　農林水産部
農業政策課  宇佐美

ウ サ ミ

　正仁
マサ ヒト

係長

経済局　農林水産部
農業政策課  大石
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　貴夫
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係長
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農業政策課  永野

ナ ガ ノ
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コ ウ

大
ダ イ

主任主事

経済局　農林水産部
農業政策課  岡部

オ カ ベ

　健一郎
ケンイチ ロウ

主任主事
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入
　
口

永野　功大 宇佐美　正仁 水嶋　成彦

主任主事 農業支援係長 参事兼みかん・園芸・畜産係長

お茶のまち推進担当課長 お茶のまち推進係長 課長

中山間地振興担当部長

課長 課長

農業政策課 農業政策課 農業政策課
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農業政策課 農業政策課

島津　秀雄石川　彰彦 岡部　健一郎 花村　章弘
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事務局

德田　雅亮 委員 佐藤　誠洋　委員
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中尾　穣　委員
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令和６年度　第２回静岡市農業振興協議会　席次表
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森田　明雄　会長

竹内　光子　委員 小田巻　洋子　委員

ｵﾀﾞﾏｷ　ﾖｳｺ

報道席

農業政策監
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第
２
次

静
岡

市
農

業
振

興
計
画

●
（
）
は

令
和

７
年

度
当

初
予

算
額

。

①
静

岡
市

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
・
支

援

②
環

境
に

配
慮

し
た

農
業

の
拡

大

③
食

の
安

全
・
安

心
の

推
進

①
脱

炭
素

社
会

を
意

識
し

た
情

報
発

信

②
消

費
者

目
線

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
も

の
づ

く
り

③
伝

統
作

物
や

特
産

物
な

ど
を

活
用

し
た

食
文

化
の

伝
承

①
地

産
地

消
の

推
進

に
よ

る
消

費
拡

大

②
他

産
業

と
の

連
携

に
よ

る
新

た
な

需
要

の
開

拓
・
支

援

③
海

外
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
開

拓
・
支

援

①
ビ

ジ
ネ

ス
感

覚
を

持
っ

た
持

続
的

で
強

い
経

営
体

の
育

成

②
新

た
な

担
い

手
を

確
保

・
育

成
、
支

援
を

行
う

環
境

の
整

備

③
産

地
を

支
え

る
多

様
な

担
い

手
の

創
出

①
意

欲
あ

る
担

い
手

等
へ

の
農

地
集

積
の

促
進

②
優

良
農

地
の

適
正

管
理

の
推

進

③
生

産
基

盤
整

備
の

推
進

と
維

持
管

理

①
環

境
負

荷
低

減
に

資
す

る
取

組
へ

の
支

援

②
官

・
民

・
学

と
の

連
携

に
よ

る
生

産
体

制
の

確
立

③
先

端
技

術
等

を
活

用
し

た
施

設
・
機

械
の

整
備

①
農

地
や

農
村

環
境

保
全

の
推

進

②
持

続
可

能
な

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

③
有

害
鳥

獣
対

策
の

推
進

①
地

域
づ

く
り

に
つ

な
が

る
人

材
の

育
成

・
支

援

②
産

地
づ

く
り

の
強

化

③
地

域
資

源
を

活
か

し
た

観
光

・
交

流
の

推
進

登
載

事
業

【
８

年
間

】

将
来

像
2

0
3

0
年

の
目

指
す

姿
基

本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
な

施
策

み ん な で つ な が る し ず お か 農 業 　 ～ 経 済 と 環 境 が 調 和 し た 魅 力 あ る 農 業 ～

環 境 負 荷 低 減 と 生 産 性 向 上 が 両 立 し た 持 続 可 能 な 農 と 食 の 地 域 循 環 シ ス テ ム の 構 築

Ⅰ

[ 提 案 力 ]

農 産 物 の 価 値 を 共 有 す る 仕 組 み づ く り

1

生
産

者
と

消
費

者
が

誇
り

に
思

う
モ

ノ
づ

く
り

の
推

進

　 　
【
提

案
力

】
　
　
生

産
者

と
消

費
者

の
相

互
理

解
を

深
め

る
な

ど
に

よ
り

、
農

産
物

の
消

費
拡

大
を

図
る

。

　
⬤取

組
内

容
（
R

5
、
R

6
）

　
・
専

用
サ

イ
ト

や
イ

ベ
ン

ト
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
　
・
市

内
産

農
産

物
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
　
・
海

外
も

含
め

た
販

路
開

拓
・
支

援
　
・
環

境
に

配
慮

し
た

取
組

な
ど

へ
の

支
援

　
⬤課

題

　
・
販

路
開

拓
が

十
分

で
は

な
い

　
・
有

機
農

業
な

ど
環

境
に

配
慮

し
た

農
業

の
取

組
み

が
十

分
で

は
な

い
　

　 　
⬤課

題
解

決
に

向
け

た
考

え
方

、
方

向
性

　
・
国

内
外

の
販

路
開

拓
・
支

援
の

強
化

　
・
環

境
に

配
慮

し
た

農
業

の
拡

大

基
本

構
想

基
本

計
画

（
令

和
５

年
度

～
1
2

年
度

）

取
組

内
容

と
課

題
等

〇
「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
2

7
3

千
円

）
　

　
〇

お
茶

の
日

記
念

事
業

（
1
,2

3
1
千

円
）

〇
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
1
0

,9
3

2
千

円
）
　

　
〇

ふ
る

さ
と

寄
付

金
受

入
推

進
事

業
（
1
,7

3
6

,0
0

0
千

円
）
　

○
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
推

進
事

業
（
9

3
5

千
円

）

〇
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
事

業
　

○
農

業
経

営
講

座

【
拡

充
】
〇

有
機

農
業

推
進

事
業

（
1
5

,7
0

0
千

円
）

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
（
3

,0
0

0
千

円
）

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

重
点

事
業

主
目

的
事

業
関

連
事

業
（
再

掲
事

業
）

○
家

畜
伝

染
病

予
防

対
策

（
1
,8

5
0

千
円

）
　

　
○

静
岡

県
食

肉
セ

ン
タ

ー
再

編
整

備
事

業
負

担
金

（
5

,4
7

7
千

円
）

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

　
〇

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

〇
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

2

消
費

者
に

伝
え

る
「
機

会
」
と

つ
な

が
る

「
場

」
の

創
出

○
農

水
産

物
消

費
拡

大
促

進
事

業
（
1
,8

9
0

千
円

）
　

　
〇

静
岡

市
お

茶
の

学
校

（
3

5
7

千
円

）
〇

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

〇
有

機
農

業
推

進
事

業

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

（
1
4

,0
0

0
千

円
）

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
○

多
様

な
担

い
手

育
成

支
援

事
業

○
お

茶
の

美
味

し
い

入
れ

方
教

室
（
3

,5
1
2

千
円

）
　

　
○

茶
文

化
振

興
事

業
（
世

界
お

茶
ま

つ
り

）
（
3

,3
0

0
千

円
）

〇
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
事

業
○

静
岡

市
お

茶
の

学
校

　
他

1
事

業

○
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

事
業

（
2

,3
6

0
千

円
）
　

　
〇

健
康

・
食

品
産

業
推

進
事

業
（
2

,0
0

0
千

円
）

○
オ

ク
シ

ズ
元

気
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
事

業

【
拡

充
】
〇

お
茶

の
輸

出
拡

大
支

援
事

業
（
2

2
,4

0
0

千
円

）
〇

輸
出

拡
大

支
援

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

事
業

（
2

6
,4

0
0

千
円

）
　

　
○

中
小

企
業

海
外

展
開

支
援

事
業

（
7

,9
0

0
千

円
）

○
被

覆
資

材
等

導
入

事
業

○
碾

茶
生

産
支

援
○

碾
茶

炉
導

入
事

業

○
多

様
な

担
い

手
育

成
支

援
事

業
（
6

,5
0

0
千

円
）
　

　
○

蒲
原

畑
総

区
域

内
公

共
用

地
活

用
事

業
（
5

,7
6

0
千

円
）

○
農

業
経

営
講

座
（
2

8
0

千
円

）
〇

経
営

継
承

・
発

展
等

支
援

事
業

〇
農

業
用

機
械

継
承

支
援

事
業

3

地
産

地
消

か
ら

始
ま

り
国

内
外

の
消

費
を

見
込

ん
だ

新
規

市
場

の
開

拓

○
学

校
給

食
に

お
け

る
地

場
産

物
の

活
用

（
全

体
の

一
部

）
　

　
○

農
業

ま
つ

り
・
畜

産
ま

つ
り

開
催

補
助

金
（
9

1
0

千
円

）
○

食
育

普
及

啓
発

推
進

事
業

（
6

5
0

千
円

）
　

　
○

生
涯

学
習

施
設

に
お

け
る

講
座

の
実

施
（
全

体
の

一
部

）
　

〇
駿

河
区

収
穫

祭
（
区

の
魅

力
づ

く
り

事
業

）
（
8

2
6

千
円

）
 　

　
〇

茶
販

路
拡

張
事

業
（
3

,0
0

0
千

円
）

○
農

水
産

物
消

費
拡

大
促

進
事

業
○

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

○
認

定
農

業
者

・
新

規
就

農
者

育
成

支
援

事
業

補
助

金
（
2

6
,0

0
0

千
円

）
　

　
〇

経
営

継
承

・
発

展
等

支
援

事
業

（
2

,0
0

0
千

円
）

○
農

地
利

用
効

率
化

等
支

援
交

付
金

（
7

,2
0

0
千

円
）
　

　
○

農
業

近
代

化
資

金
利

子
補

助
金

（
1
,5

3
7

千
円

）
〇

農
業

用
機

械
継

承
支

援
事

業
（
2

0
0

千
円

）
○

経
営

改
善

支
援

事
業

（
1
,4

4
4

千
円

）
○

農
業

共
済

組
合

負
担

金
（
1
0

,1
9

9
千

円
）

○
ふ

る
さ

と
農

力
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

（
令

和
6

年
度

完
了

事
業

）

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

○
多

様
な

担
い

手
育

成
支

援
事

業
○

農
業

経
営

講
座

　
他

１
事

業

2
優

良
農

地
の

確
保

と
利

用
推

進

【
新

規
】
○

農
地

集
約

化
促

進
事

業
（
2

3
,0

0
0

千
円

）
○

県
営

土
地

改
良

事
業

負
担

金
（
1
3

6
,4

1
4

千
円

）

○
地

域
計

画
策

定
推

進
緊

急
対

策
事

業
（
6

0
0

千
円

）
　

　
○

農
地

中
間

管
理

事
業

（
1
,7

4
5

千
円

）
　

○
荒

廃
農

地
再

生
・
集

積
促

進
事

業
（
6

,6
0

0
千

円
）
 ○

茶
園

集
積

推
進

事
業

（
8

3
3

千
円

）

○
農

地
利

用
状

況
・
利

用
意

向
調

査
（
2

,0
0

0
千

円
）
　

　
○

農
業

振
興

地
域

整
備

計
画

の
管

理
事

務
（
4

4
0

千
円

）
　

○
生

産
緑

地
制

度
の

運
用

（
8

,2
6

0
千

円
）

1

意
欲

あ
る

多
様

な
担

い
手

の
確

保
・
育

成
・
支

援

　 　
【
産

地
力

】
　
　
担

い
手

の
確

保
・
育

成
と

農
地

の
有

効
活

用
な

ど
に

よ
り

、
生

産
基

盤
の

強
化

を
図

る
。

　
⬤取

組
内

容
（
R

5
、
R

6
）

　
・
国

や
県

の
制

度
を

活
用

し
た

担
い

手
の

確
保

　
・
農

地
中

間
管

理
機

構
と

連
携

し
た

農
地

の
集

約
・
集

積
　
・
地

域
計

画
の

策
定

　
　
・
生

産
基

盤
の

整
備

や
生

産
維

持
・
拡

大
の

取
組

な
ど

へ
の

支
援

　 　
⬤課

題

　
・
後

継
者

不
足

や
新

規
参

入
者

が
少

な
い

　
・
耕

作
放

棄
地

等
の

未
利

用
・
低

利
用

地
が

増
え

て
い

る
　
・
省

力
化

や
所

得
向

上
に

資
す

る
施

設
が

十
分

で
は

な
い

　
⬤課

題
解

決
に

向
け

た
考

え
方

、
方

向
性

　
・
研

修
体

制
構

築
に

よ
り

、
新

規
就

農
者

の
確

保
・
育

成
　
・
静

岡
市

土
地

等
利

活
用

推
進

公
社

と
連

携
し

た
農

地
集

約
の

促
進

　
・
施

設
更

新
、
導

入
等

の
支

援
に

よ
り

産
地

の
維

持
拡

大

〇
有

機
農

業
推

進
事

業

○
柑

橘
共

同
選

果
場

整
備

事
業

（
9

5
0

,4
7

3
千

円
（
R

６
補

正
）
）

○
静

岡
県

食
肉

セ
ン

タ
ー

再
編

整
備

事
業

負
担

金
（
5

,4
7

7
千

円
）

【
新

規
】
○

や
ろ

う
よ

静
岡

農
業

就
農

者
育

成
支

援
事

業
補

助
金

（
2

2
,5

1
7

千
円

）

○
新

規
就

農
者

育
成

総
合

対
策

事
業

費
補

助
金

（
3

7
,5

0
0

千
円

）
　

○
や

ろ
う

よ
静

岡
農

業
定

着
支

援
事

業
補

助
金

（
6

,5
0

4
千

円
）

○
農

業
次

世
代

人
材

育
成

投
資

事
業

（
7

,8
0

0
千

円
）
 ○

静
岡

市
農

業
経

営
収

入
保

険
制

度
加

入
事

業
補

助
金

（
3

,7
0

0
千

円
）

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

〇
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

○
経

営
継

承
・
発

展
等

支
援

事
業

　
他

4
事

業

Ⅲ

[ 地 域 力 ]

地 域 資 源 の 保 全 と 活 用 に よ る 農 山 村 づ く

り

1
農

山
村

の
多

面
的

機
能

の
維

持

　
【
地

域
力

】
　
　
地

域
や

産
地

づ
く

り
の

強
化

な
ど

に
よ

り
、

農
山

村
の

保
全

や
発

展
を

図
る

。

　
⬤取

組
内

容
（
R

5
、
R

6
）

　
・
地

域
資

源
（
農

地
、
水

路
、
農

道
な

ど
）
の

保
全

管
理

に
よ

る
多

面
的

機
能

の
維

持
、
発

揮
　
・
有

害
鳥

獣
対

策
　
・
地

域
の

魅
力

を
活

か
し

た
取

組
へ

の
支

援
　
・
地

域
産

物
の

情
報

発
信

　
⬤課

題

　
・
地

域
振

興
等

を
行

う
担

い
手

の
不

足

　
⬤課

題
解

決
に

向
け

た
考

え
方

、
方

向
性

　
・
地

域
内

外
か

ら
の

担
い

手
の

確
保

○
農

地
中

間
管

理
事

業
〇

荒
廃

農
地

再
生

・
集

積
促

進
事

業

【
新

規
】
○

被
覆

資
材

等
導

入
事

業
（
3

7
,4

6
1
千

円
）
　

○
碾

茶
生

産
支

援
（
1
0

,0
0

0
千

円
）
　

○
碾

茶
炉

導
入

事
業

（
9

5
,0

0
8

千
円

(
R

6
補

正
)
）

○
農

道
等

新
設

改
良

事
業

（
9

4
,1

3
2

千
円

）
　
　

○
茶

産
地

総
合

対
策

事
業

（
2

4
,8

0
0

千
円

）
○

茶
園

集
積

推
進

事
業

○
県

営
土

地
改

良
事

業
負

担
金

○
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

業

3

新
技

術
の

導
入

や
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

多
彩

な
作

物
づ

く
り

〇
有

機
農

業
推

進
事

業
〇

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

　
他

1
事

業

Ⅱ

[ 産 地 力 ]

生 産 技 術 の 高 度 化 ・ 効 率 化 に よ る 生 産 基 盤 と 産 地 を 担 う 人 づ く り

○
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

業
（
4

2
,7

0
9

千
円

）
○

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

（
6

,1
4

7
千

円
）

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
〇

有
機

農
業

推
進

事
業

○
静

岡
県

果
樹

研
究

セ
ン

タ
ー

誘
致

事
業

（
1
,2

0
0

千
円

）

○
お

茶
の

美
味

し
い

入
れ

方
教

室
〇

や
ろ

う
よ

静
岡

農
業

定
着

支
援

事
業

補
助

金
○

や
ろ

う
よ

静
岡

農
業

就
農

者
育

成
支

援
事

業
補

助
金

○
オ

ク
シ

ズ
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

促
進

事
業

（
3

,0
0

0
千

円
）
　

　
○

静
岡

型
体

験
観

光
推

進
事

業
補

助
金

（
3

,9
2

9
千

円
）

○
オ

ク
シ

ズ
元

気
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
事

業
（
1
0

,0
0

0
千

円
）
　

　
○

庵
原

地
域

情
報

発
信

施
設

事
業

（
3

,8
5

2
千

円
）

○
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

〇
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

事
業

〇
オ

ク
シ

ズ
の

食
と

農
の

魅
力

向
上

事
業

他
1
事

業

○
野

生
鳥

獣
被

害
対

策
事

業
（
1
2

6
,1

6
1
千

円
）

2

人
々

の
交

流
に

よ
る

農
山

村
の

発
展

【
新

規
】
〇

地
域

お
こ

し
協

力
隊

活
用

事
業

（
3

3
,3

9
3

千
円

）
〇

「
農

・
福

 連
携

」
の

推
進

事
業

（
－

千
円

）
　

　
〇

オ
ク

シ
ズ

の
食

と
農

の
魅

力
向

上
事

業
（
6

,3
0

0
千

円
）

〇
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
事

業
（
1
,6

8
0

千
円

）

資
料
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有機農業推進事業

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 15,700 8,000 7,700

前年度予算額 15,151 10,000 5,151

背景

目的

・気候変動や化学肥料の高騰など農業を取り巻く環境が大きく変化する中、農
業従事者の高齢化や担い手不足が進み、耕作地が減少している。
・農業を持続可能な産業とするために、環境負荷低減と収益性向上が両立した
有機農業を推進していく必要がある。
・有機農業は、環境負荷の軽減等社会ニーズに対応し、かつ価格においても優
位性が期待できるものであるが、収量の減少や労力の増大、販売ルート確保の
困難さ等から、現状、生産拡大は進んでいない。

・調達、生産、加工流通、消費といった各分野で横断的に有機農業の課題解決
に取り組むことで、環境負荷低減と農業者の収益性向上が両立した有機農業を
推進し、持続可能な農と食の地域循環システムの構築を図る。

事業概要

１　静岡市グリーン農業フォーラムの開催　  　　300千円
　・調達、生産、加工流通、販売消費等の各分野が連携し、横断的な取組
　　を行うための会議の開催
２　資源循環システムの構築　　　　　　　　　　1,000千円（R6:4,600千円）
　・食品残渣を活用した堆肥・肥料の効果検証を実施
３　有機転換の支援（水稲、野菜等）　　　　　　2,500千円（R6:2,354千円）
　・栽培技術講習会の実施（米以外）
　　播種（種まき）、育苗、生育期、収穫後の各段階で必要な技術を先駆的
　　生産者や学術機関から学ぶための講習会を開催。
　・モデルケース、栽培指針の作成
４　有機茶経営モデルの構築　　　　　　　　　　5,600千円（R6:6,322千円）
　・有機茶についての研修会を開催
　・土壌分析や圃場データ管理、成分分析による栽培マニュアル（案）
　　の作成
　・生産コストや経営収支の調査
　・有機JAS認証取得等支援補助金　新規
　　①有機JAS認証経費の補助　　　　　　　上限50千円（補助率1/2）
　　②有機JAS認証新規取得茶園への奨励金　10千円/a
　　※有機JAS認定を認証することで、農産物に「有機」、「オーガニック」
　　　の表示が可能となり、農薬や化学肥料に頼らない農産物として他の
　　　農産物との違いを消費者に訴求できる。(JAS認証は毎年認証が必要)
５　高価格・安定的販売環境の整備　　　　　　　6,300千円（R6:1,875千円）
　・販路確保に向けた商談会や展示会等への出展　拡充
　・有機茶地域拠点（モデル地区）創出に向けた調査等

農業政策課

事業費
特定財源

一般財源

資料3
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新規就農者等育成・支援事業

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 92,521 37,500 55,021

前年度予算額 79,250 44,250 35,000

背景

目的

・農業者の高齢化や人口減少により、農業者数は年々減少している。
・新規に農業を始めようとする者は一定数いるものの、就農初期から収益が確
保できる事例が乏しく、実際に就農まで結びつかない。
・これまでの新規就農者を育成するための研修は、指導農家の経営の下で「生
産技術習得」を主な目的として実施しており、研修生が自ら主体的に「技術」
とともに「経営」の視点を学ぶ要素が不足していた。

・新規就農者の研修から就農、定着までを支援することで、就農希望者が抱え
る就農への不安要素を解消し、農業の担い手の安定的な確保を図る。

事業概要

１　やろうよ静岡農業就農者育成支援事業補助金　新規　 　　22,517千円
　　研修から就農までを一体的に支援するため、市内両農業協同組合と連携
　して研修体制を構築し、県内初の研修生自らが主体的に「経営」の視点を
　学ぶ模擬経営型の研修（トレーニングファーム）を実施
（１）JA静岡市トレーニングファーム事業（いちご）
　・実施主体：静岡市農業協同組合
　・研修場所：葵区美和地区
　・内　　容：JAが離農する農業者の施設（ハウス）を賃借し、研修生が
　　　　　　　その施設で模擬経営を行いながら農業経営の知識やいちご
　　　　　　　の生産技術を学ぶ。
（２）JAしみずトレーニングファーム事業（柑橘）
　・実施主体：清水農業協同組合
　・研修場所：清水区宮加三地区
　・内　　容：JAしみずの子会社が借り受けている農地で模擬経営を行い
　　　　　　　ながら、農業経営の知識や柑橘の生産技術を学ぶ。

２　やろうよ静岡農業定着支援事業補助金　　 6,504千円　（R6:10,000千円）
（１）実務研修を終えた者の農業経営開始前の無収入期間に対する助成
　・対象者　　県がんばる新農業人支援事業（本研修）終了後、
　　　　　　　農業経営を開始する新規就農者
　・補助額　　125千円/月（最大８か月）
（２）実務研修を終えた者の経営基盤の整備に対する助成
　・対象者　　県がんばる新農業人支援事業（本研修）を終了後、
　　　　　　　生産活動を行う農地の整備が必要な場合に支援
　・補助額　　上限1,000千円（補助率9/10）

３　新規就農者育成総合対策事業費補助金　　37,500千円（R6:44,250千円）
　　次世代の農業者の育成、確保を図るため、経営開始直後の認定新規就農者
　の農業経営を発展させるための取組や、経営開始初期段階の生活を下支え
　する資金を助成
　・対象者　　認定新規就農者
　・補助額　　年1,500千円（125千円/月、最大３年）
　
４　認定農業者・新規就農者育成支援事業補助金26,000千円（R6:25,000千円）
　農作業の省力化や先端技術の導入等、経営基盤の強化を図るための事業を
　実施する認定農業者及び新規就農者に対する助成
　・対象者　　認定農業者及び新規就農者
　・補助額　　事業費の1/3　上限1,000千円（要件を満たす場合1,500千円）

農業政策課

事業費
特定財源

一般財源
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農業政策課

（千円）

国・県支出金 市債 その他

補正予算額 950,473 814,989 113,300 22,121 63

前年度予算額

　※ 令和６年度２月議会にて補正予算。

背景

目的

柑橘共同選果場整備事業

事業費
特定財源

一般財源

・柑橘選果場は、食味や外観などを適切に評価した果実を消費者に届けるた
め、規格品の選別や荷造り等を行う施設である。
・ＪＡしみず柑橘選果場では、出荷に係る労力軽減や、物流の効率化等に対応
した施設整備が課題となっている。
・県中部地域のＪＡ大井川、ＪＡハイナンにおいても同様の課題を抱えている
ため、ＪＡ清水柑橘選果場を活用した、選果機の更新等を行い、３つのＪＡで
共同利用する広域選果場の整備を予定している。

・柑橘の共同選果場の整備を支援することで、市内柑橘産地の維持拡大および
生産者の所得向上につなげる。

事業概要

　国の補正予算を活用し、ＪＡしみず柑橘共同選果場の整備事業に対する助成
を前倒しで実施。
　
　　・対象者    ＪＡしみず
　　・整備場所  ＪＡしみず柑橘選果場（清水区庵原町１番地）
　　・整備内容  選果機のＡＩ化、パレット出荷施設の新設など
　　・整備期間  令和７～８年度の２か年
　　・総事業費  約22.5億円
　　・補助率 　 7/10
　　・費用負担  焼津市、島田市、藤枝市、牧之原市が、各市の生産者による
                出荷量の比率に応じて事業費の一部を負担する。
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農水産物輸出拡大事業

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 48,800 48,800

前年度予算額 35,000 35,000

背景

目的

　　　　　　　

・日本食ブームの影響や健康志向の高まりにより、国内農水産物の輸出量は増加
し、かつ、高単価で取引されている。
・日本国内の人口減少が進む中、農業における収益の向上を図るためには、海外
輸出を見据えた取り組みが必要である。
・輸出拡大に取り組むためには、専門的な人材とノウハウの活用、継続的な営業
活動が必要となる。
・しかし、市内農水産業者の多くが小規模な経営体であり、輸出の取り組みまで
行える事業者は少ない。

・海外でニーズが高まっている高品質・高付加価値な国内農水産物の輸出を継続
的に支援するプラットフォームを構築することで、海外への安定的な輸出を促進
し、農水産業者の所得向上を図る。

事業概要

　中部５市２町「しずおか中部連携中枢都市圏事業」として農水産物の輸出を集
約して行うプラットフォームを構築し、プラットフォームを拠点とした輸出への
取組みを実施。
※５市２町（静岡市、島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、吉田町、川根本町）
１　輸出拡大支援プラットフォーム構築事業　  26,400千円 （R6:26,600千円）
    ・実施内容　海外輸出のためのプラットフォームを構築・運営し、商談・
                契約締結・納品に至るまでの営業代行・継続的支援を実施。
　　・対 象 国　（１）茶＝アメリカ…世界最大の日本茶輸入国
　　　（予定）　（２）農水産物＝タイ…農水産物輸出額８位、日本食レストラ
                                      ンの店舗数がこの10年で３倍に増加
　　・参加者数　12事業者（５市２町合計）
　　　（予定）

　本市産のお茶を扱う茶業者の海外進出を促進し、輸出量をさらに増加させるこ
とにより、茶業者の所得向上を図る。
２ お茶の輸出拡大支援事業　　　　　　　　　 22,400千円　（R6:8,400千円）
　　・実施内容　（１）輸出プラットフォームの構築・運営
　　　　　　　　　　静岡市のお茶の輸出拡大を図るため、海外事業者との商談
                    から契約締結、納品に至るまでの営業代行・継続的支援を
                    担うプラットフォームを構築・運営する。
　　　　　　　　（２）プロモーションの実施　拡充
　　　　　　　　　　静岡市のお茶の認知度向上を目的としたセミナー、嗜好
                    調査等を実施する。
　　・対 象 国　（１）フランス…リーフ茶の輸入比率が高い
　　　　　　　　（２）オーストラリア 拡充 …現在高単価で取引されており、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の市場拡大が見込める
　　・参加者数　10者事業者（２か国合計）

農業政策課

事業費
特定財源

一般財源

フランスでの商談の様子賑わう海外のお茶専門店
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輸出に適した茶生産推進事業

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 47,461 26,758 20,703

補正予算額 95,008 67,863 27,100 45

合 計 額 142,469 94,621 27,100 20,748

前年度予算額

　※ 令和６年度２月議会にて補正予算。

背景

目的

　　　　　　　

農業政策課

事業費
特定財源

一般財源

・国内における煎茶の市場縮小により、茶葉の取引価格が下落し、茶農家の所得
が減少している。
・茶農家の所得向上や茶業の維持のためには、需要が高く市場で高値で取引され
る茶を生産する必要がある。
・国内外で抹茶の需要が高まっており、抹茶の原料である碾茶は高値で取引され
ている。
・茶業者の収益向上を図るためには、特色のある煎茶製造のみならず、今後も拡
大が見込まれる海外市場等の新たな需要に対応した茶種及び品種への転換も必要
となっている。

・国内外から需要の高い碾茶の生産への転換を実施し収益改善を図る市内団体に
対する被覆資材等の導入支援、市内農業者等に対する碾茶に適した品種への改植
支援を行うことで、産地としての高収益化及び生産基盤の強化を図る。

事業概要

　今後も拡大が見込まれる海外市場や加工・業務用等の新たな需要に対応し、国
内外の市場を獲得できるよう、需要の高い碾茶生産への転換を実施することで収
益改善を図る市内農業者・団体等に対して助成。
１　被覆資材等導入事業　新規　　　　　　　 　　　　　　　37,461千円
　　碾茶の生産で使用する被覆資材等導入事業に対する助成
　　・対象者　　足久保ティーワークス茶農業協同組合
　　・補助率　　事業費（税抜）の7/10
２　茶産地総合対策事業　新規　　　　 　　 　　　　　　　 10,000千円
　　碾茶に適した品種への改植を行う事業に対する助成
　　・対象者　　市内の農業者、農業者で構成される団体
　　・補助額　　150千円/10a（定額）
【２月補正】
３　碾茶炉導入事業　　　    　　　　　　               　95,008千円
　　碾茶製造ライン整備事業に対する助成
　　・対象者　　足久保ティーワークス茶農業協同組合
　　・補助率　　事業費（税抜）の7/10

被覆資材敷設イメージ 碾茶製造ライン（一部）イメージ 碾茶（製品）
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農地利用課

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 23,000 23,000

前年度予算額

背景

目的

　　　　　　　

・静岡市の農地の多くは面積が小さく、点在している。また、農業者の高齢化
や担い手不足が進み、耕作放棄地が増加している。
・農地の集積、集約を行うことでまとまった一団の農地を創出し、農業の効率
化や大規模経営化を図ることが効果的である。
・こうした中、令和６年８月に一般財団法人静岡市土地等利活用推進公社を設
立した。公社が主体となって農地や耕作放棄地を集約して一団の高度営農用地
や企業立地用地などに改変するために取組を進めている。

・農地集約に協力する土地所有者や耕作者が、移転先でも安心して農業を継続
できるよう支援を実施することで、農地集約を促進し、利用価値の高い一団の
土地として有効活用を図る。

事業概要

　一般財団法人静岡市土地等利活用推進公社と連携して取り組む農地の集約に
より、農地及び非農地として土地の高度利用を図るため、農地集約に協力する
所有者や耕作者を支援する。
１　農地集約化協力金　　新規　　　　　　　　　　　　　4,000千円
　　農地集約に協力してくれる耕作者に対し、移転先の賃料の一定期間分
　助成する。
　　・対 象 者　集約に協力し、移転してもなお継続して耕作を行う者
　　・交 付 額　最大10年間分を一括して交付
　　　　　（移転先賃料の全額を３年間分、移転前賃料との差額を７年間分）

２　農地再生費補助金　　新規　　　　　　　　　　　　　19,000千円
　　移転先の農地を圃場として再生する場合に係る経費の一部を助成する。　
　　・対 象 者　①集約に協力し、移転してもなお耕作を継続する者
　　　　　　　　②集約した農地を利用する農業者（団体・法人を含む）
　　・対象経費　農地集約に伴う移転先の農地での障害物除去、深耕、整地
　　　　　　　　等の再生作業や畑地造成に必要な経費
　　・交 付 額　上限200万円（補助率10/10）

農地集約化促進事業

事業費
特定財源

一般財源

・耕作している農地がある一方で、使わずに荒れた農地もある。

・この区域の土地の高度利用を図るため、集約を行い、農地と非

農地に区分する。

＜支援が必要な例＞
＜現状＞

荒廃

荒廃

耕作

耕作

＜集約後＞

農

地

非

農

地

耕作

荒廃

荒廃

耕作

耕作

荒廃

荒廃

耕作
①移転先の賃料負担

②荒廃農地に移動するので

農地を再生しないと使え

ない。

耕作

①移転先の賃料負担

移転直後は収穫不安定
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農地整備課

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 42,709 32,033 10,676

前年度予算額 41,197 30,800 10,397

背景

目的

多面的機能支払交付金事業

事業費
特定財源

一般財源

・農業や農村が担う国土保全、水源の涵養、自然環境の保全、良好な景観の形
成、防災対策といった多面的機能の発揮を図るため、農地法面の草刈りや水路
の泥上げ等の地域で行う共同活動を支援し、地域資源の適切な保全管理を推進
する。
・遊休農地の発生防止や担い手への集積の後押し、良好な農村景観の維持など
を推進する。

事業概要

　
農業・農村の有する多面的機能の発揮を図るため、地域共同による農地・農業
用水等の資源の保全管理活動を支援する。

【農地維持支払交付金】19,651千円
　地域資源の基礎的保全活動等の多面的機能を支える共同活動を支援
　〇支援対象事業
　　農地法面の草刈り、水路の泥上げ、農道の路面維持
　　農村の構造変化に対応した体制の拡充‧強化
　　地域資源の保全管理に関する構想の策定など

【資源向上支払交付金】23,058千円
　地域資源の質的向上を図る共同活動を支援
　〇支援対象事業
　・水路のひび割れ補修や長寿命化のための活動
　・農道の窪みの補修や長寿命化のための活動
　・植栽による景観形成やビオトープづくり

・近年の農村地域の過疎化や高齢化等の進行に伴う農村集落機能の低下と担い
手の不足等により、地域資源である水路や農道等の保全管理が困難になってい
る。
・農村集落機能の低下や農村環境の悪化に対応するためには、農業用水や農地
の維持に関する地域協働の取組みを支援する必要がある。

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

活動組織数 ３８ ３４ ３４ ３４ ３５ ３５ 

活動面積(ha) 1,080 915 893 897 877 911 

決算(千円) 38,064 38,033 36,527 36,616 35,358 36,460 
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農地整備課

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 136,414 114,900 21,514

前年度予算額 122,790 96,800 25,990

背景

目的

県営土地改良事業（負担金）

事業費
特定財源

一般財源

・静岡市の農地の多くは、中山間地域の傾斜地にあり、面積が小さく不整形なた
め、機械化による省力化が困難である。
・近年では農地の荒廃化が進み、農業における生産条件の改善が必要となってい
る。

・農地基盤整備により小規模で不整形な農地を大区画化・平坦化し、機械化する
ことで、農作業の効率化及び生産コストの削減を図る。
・土地改良事業により、まとまった一連の優良農地を創出し、農業所得の向上及
び農業経営の安定化を図り、意欲のある担い手への農地集約を推進する。

事業概要

　基幹農道整備や農地基盤整備等の県営土地改良事業に対し助成する。

【主な事業内容】※金額は市負担分
①基幹農道整備：23,333千円（国3/6,県2/6,市1/6）〈小島茂畑〉
　・農業振興地域である清水区の小島茂畑地区で、農業の近代化又は農業生産物
　　の流通の合理化を図るため、農村環境の改善に資する農業網の基幹となる農
　　道の整備を行う。
②集落基盤整備：20,000千円（国50％,県25％,市25％）〈庵原〉
　・10の集落で構成される清水区庵原地域は、県内有数の柑橘生産地で、地域内
　　に高速道のｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞが整備されるなど、益々の発展が期待される地域のた
　　め、大都市圏と都市農村交流を図ることを目的に集落道の整備を行う。
③農地中間管理機構関連農地整備：29,250千円（国62.5％,県30％,市7.5％）
〈東豊田池田、東豊田国吉田〉
　・駿河区東豊田地域に広がる緩傾斜地に小規模で不整形な茶園を平坦化・大区
    画化を図るため基盤整備を行う。また、地元農家が減少・高齢化し、耕作放
    棄地の増加が見込まれるため、茶園の管理を農地中間管理機構が実施し、担
    い手への農地集積を推進する。
④経営体育成樹園地再編整備：42,240千円（国50％,県30％,市12％,地元8％）
〈池ノ沢、船越、矢部〉
　・急傾斜で不整形な農地を平坦化、大区画化を図るとともに農地基盤整備及び
　　かんがい施設を一体的に整備し、生産性向上と高付加価値化を推進すること
　　により担い手を育成し、農業経営の安定化と農業競争力の強化を行う。

平坦・大区画したほ場急斜面地のほ場

12
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地域おこし協力隊活用事業

（千円）

国・県支出金 市債 その他

当初予算額 33,393 33,393

前年度予算額 31,426 31,426

背景

目的

・オクシズ地域において、人口減少や高齢化により、地域振興や地場産業を行
う担い手が不足している。
・オクシズの各地域には自然環境、温泉、食などの多様な魅力があるが、その
魅力を活かせていない。
・担い手の不足を補うため、地域外からの人材を確保することで、オクシズに
ある魅力を発信する必要がある。

・地域おこし協力隊員を中山間地の各地域へ配置し、地域産物の情報発信や魅
力を活かした取組みを促進することで、地域産物のブランド化の推進や誘客の
増加を図り、地域の担い手の確保及び人口減対策につなげる。

事業概要

　オクシズ地域に地域おこし協力隊を配置し、地域産物のブランド化の推進や
誘客を図るとともに、地域おこし協力隊の定住を図る。

オクシズ地域おこし協力隊活用事業　　　　　29,804千円　（R6:31,426千円）
　１　新規隊員の募集
　　　協力隊員５人（予定）（R6 ３人）
　２　隊員の活動支援
　　　・隊員への報償金の支給　　上限　291千円/月
　　　・活動に対する補助　　　　上限　2,000千円/年
　３　新規隊員の受入れに係る費用の補助
　　　・着任時の住宅改修費用の補助
　　　　補助率　10/10、補助上限　2,000千円/人
　４　任期終了隊員の起業及び定住支援
　　　・任期終了後の隊員による起業等への補助
　　　　補助率　10/10、補助上限　1,000千円/人
　※これまでの活動
　　SNSを活用した食材の紹介、空き家の掘り起こしによる移住促進、
　　地域食材を活用した料理教室の開催、子供向けの自然体験の提供 など

　「地域おこし協力隊」を活用し、市内有機茶の販売促進活動及び情報発信を強
化し、市内有機茶のプレゼンス強化を図る。
地域おこし協力隊活用事業（有機茶普及啓発事業）新規　　3,589千円

　　・支援団体  株式会社THE CRAFT FARM
　　　　　　　　　本市有機茶のモデル圃場生産者として、茶の有機栽培に係る
　　　　　　　　各種実証を行っている。地域おこし協力隊と連携し、有機茶の
　　　　　　　　販売促進活動や情報発信等を行う。
　　・活動場所  大河内地区
　　・活動内容  （１）有機茶の販売促進活動の企画・実施
　　　　　　　　（２）SNS等を活用した市内有機茶の情報、取組発信
　　　　　　　　（３）茶の有機栽培に必要な知識や技術の取得及び発信

事業費
特定財源

一般財源

中山間地振興課、農業政策課
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令和７年度補助金一覧

事業・制度等の名称 国 県 市 補助対象者 補助率・上限
令和７年度

予算額(千円)
令和６年度

予算額（千円）
担当課

機構集積協力金（地域集積協力金・集約化奨励金） 〇 →
農地中間管理機構を通じた農地貸借
を推進する団体等

定額 1,421千円 1,745千円 農地利用課

多面的機能支払交付金 〇 → → 農業者等 基本単価×面積 42,709千円 41,197千円 農地整備課
農山漁村地域整備交付金（農地整備事業） 〇 → → 市町村等 1/2等 23,333千円 20,000千円 農地整備課
農山漁村地域整備交付金（農村集落基盤再編・整備事業） 〇 → → 市町村等 1/2等 20,000千円 14,675千円 農地整備課

荒廃農地再生・集積促進事業補助金 〇 農業者等
再生作業経費の

9/10以内
（上限200万円）

6,600千円 6,600千円 農地利用課

【新規】農地集約化促進事業費補助金 ○
静岡市土地等利活用推進公社と連携
して実施する農地集約に協力し、移
転先で耕作を継続する農業者

・協力金…定額
・補助金…10/10
 (上限200万円)

23,000千円 - 農地利用課

農地中間管理機構関連農地整備事業 〇 → → 29,250千円 27,195千円 農地整備課
農業競争力強化農地整備事業 〇 → → 42,240千円 50,625千円 農地整備課
農地耕作条件改善事業 〇 → → 13,091千円 8,889千円 農地整備課

農業人材力強化総合支援事業のうち農業次世代人材投資事業 〇 〇 〇 就農時に49歳以下の認定新規就農者
1,500千円/年

（最長5年間）
7,800千円 11,250千円 農業政策課

新規就農者育成総合対策のうち経営開始資金 〇 → → 49歳以下の認定新規就農者
125千円/月

（最長3年間）

新規就農者育成総合対策のうち経営発展支援事業 〇 〇 → 就農時に49歳以下の認定新規就農者

県の2倍を国が支援
（国上限1/2）

補助対象事業費上限
10,000千円

研修終了後から就農までの期間の生活の下支え 〇
（県）がんばる新農業人支援事業の
研修を受けた新規就農者

125千円/月
（最長８か月） 6,504千円 10,000千円 農業政策課

経
営
継
承
を
支
援

経営継承・発展等支援事業 〇 → → 農業者（後継者）
1/2以内、

上限100万円
2,000千円 6,000千円 農業政策課

認定農業者等経営基盤強化補助金 〇 認定農業者及び新規就農者
補助率1/3

上限1,000千円
26,000千円 25,000千円 農業政策課

いきいき都市農業推進事業補助金 〇 都市農業者
補助率1/2・1/3

上限300千円
14,000千円 18,500千円 農業政策課

多様な担い手育成支援事業補助金 〇 販売農家
補助率1/3

上限300千円
6,500千円 4,800千円 農業政策課

茶園集積推進事業補助金 〇 〇
農業経営を行う茶工場、茶工場の
中心となる担い手（個人可）

定額50千円/10a
（県25千円/10a、
市25千円/10a）

955千円 833千円 農業政策課

資
金
の
確
保

農業近代化資金利子補助金 〇 認定農業者等 年２％以内 1,537千円 1,571千円 農業政策課

農地利用効率化等支援交付金 〇 → → 人・農地プランに位置付けられた者等

・補助率3/10ほか
・個人300万円、法

人１千万円
7,200千円 6,000千円 農業政策課

農業用機械継承事業補助金 〇
静岡市農業用機械継承情報バンクに
より農業用機械を継承した農業者

補助率1/2
上限5千円

200千円 640千円 農業政策課

【拡充】茶産地総合対策事業補助金 〇
市内の農業者、農業者で構成される
団体

補助対象経費の1/2、
8/10、1/5以内 34,800千円 24,800千円 農業政策課

【新規】被覆資材等導入補助金 〇
市内に在住し、市内で農業生産を
行うもの

補助対象経費の
1/3、上限100千円

5,200千円 - 農業政策課

静岡市家畜防疫対策事業補助金 〇 市内畜産業者団体２団体

管理防疫事業経費
（家畜伝染病予防法第
５条第１項の規定によ
る静岡県知事の命令に
基づき家畜防疫員の検
査を受ける事業）の10

分の10以内の額

自衛防疫事業経費
（要綱別表に掲げる予
防注射等をする事業）

の2分の１以内の額

1,850千円 1,850千円 農業政策課

静岡市死亡獣畜等処理事業補助金 〇 市内畜産業者
補助対象経費の２

分の１以内
300千円 300千円 農業政策課

「
人
と
農
地
の
問
題
」
の
解
決

農業者等
（事業実施主体：市町村等）

事業により変動

大項目

事業費を負担する
行政機関

農業政策課

機
械
・
施
設
の
導
入

経
営
発
展
に
向
け
た
取
組

安
定
し
た
農
畜
産
物
の
生
産

37,500千円 44,250千円

人
材
を
育
成
・
確
保
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高
付
加
価
値
化
の
取
組

オクシズ元気ビジネス創出支援事業
（中山間地域の地域資源を活用した地域の活性化及び集落の維持に資
する事業の開業費用に対する補助）

〇
・地域団体（5人以上オクシズ住民)
・個人事業主（旧安倍6ヵ村、両河内
地区での事業）

地域団体：補助率8/10
上限 開業5,000千円。

拡大 2,000千円

個人：補助率2/3 上限
2,000千円

10,000千円 10,000千円 中山間地振興課

環境保全型農業直接支払交付金 〇 〇 〇 農業者等

取組ごと設定の単価
で、面積に応じて交付
（有機農業：12,000円

/10a 等）

6,147千円 4,655千円 農業政策課

中山間地域等直接支払交付金 〇 → → 農業者 基本単価×面積等 14,090千円 15,371千円 中山間地振興課

静岡市鳥獣被害防止総合対策事業 〇 国実施要領等に定める協議会 10/10 24,530千円 23,485千円 中山間地振興課

野生鳥獣被害防除事業 〇 農林業者、複数の農林業者、団体等 事業により変動 37,025千円 45,409千円 中山間地振興課

有害鳥獣捕獲事業 〇
農林水産業等に係る被害防止を目的
とした捕獲許可に基づき、有害鳥獣
を捕獲した者

獣種ごとに報償金額
を設定 51,500千円 46,790千円 中山間地振興課

グリーン農業推進事業補助金 〇
市内に住所を有する農業者若しくは
任意団体又は市内に主たる事業所を
有する農業生産を行う法人

補助対象経費の２
分の１に相当する
額の範囲内におい
て市長が定める額
とし、30万円を限

度とする。

3,000千円 3,000千円 農業政策課

農業収入保険加入事業補助金 〇
青色申告を行っている農業者
（個人・法人）

補填 3,700千円 4,372千円 農業政策課

茶共済加入事業補助金 〇 〇 特定の栽培をしている農業者 補填 427千円 538千円 農業政策課

※団体の運営に係る補助は除く 予算合計 508,709千円 456,624千円

環
境
へ
の
取
組

自
然
災
害
、
収
入
減
少
へ
の
備
え
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静
岡
市
有
機
農
業
実
施
計
画

概
要

第
１
章

１
｢静

岡
市

有
機
農

業
実
施

計
画

」
策
定
の

目
的
と

趣
旨

•
気

候
変

動
や

化
学

肥
料

な
ど

の
資

材
高

騰
な

ど
、

農
業

を
取

り
巻

く
環

境
は

大
き

く
変

化

し
て

い
る

。
静

岡
市

の
農

業
に

お
い

て
も

、
収

益
性

等
の

課
題

か
ら

、
農

業
従

事
者

の
高

齢
化

及
び

担
い

手
不

足
が

進
み

、
こ

れ
に

伴
い

耕
作

地
が

減
少

し
て

い
る

。

•
ま

た
、

令
和

３
年

（
2
0
21

年
）

に
「

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

（
以

下
、

み
ど

り
戦

略
）

」
が

策
定

さ
れ

、
耕

地
面

積
に

占
め

る
有

機
農

業
の

割
合

を
2
5
％

（
1
00

万
h
a
）

に

拡
大

す
る

こ
と

が
掲

げ
ら

れ
る

な
ど

、
農

業
に

お
け

る
環

境
負

荷
低

減
の

必
要

性
が

高

ま
っ

て
い

る
。

•
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
こ

れ
ま

で
の

延
長

上
で

な
い

新
た

な
取

り
組

み
と

し
て

、
多

面
的

機

能
を

有
す

る
と

と
も

に
、

高
付

加
価

値
で

あ
る

有
機

農
業

の
振

興
が

重
要

と
な

っ
て

い
る

。

•
環

境
問

題
や

安
心

・
安

全
な

食
へ

の
意

識
の

高
ま

り
に

よ
り

有
機

農
産

物
の

市
場

ニ
ー

ズ

は
上

昇
し

て
お

り
、

市
場

規
模

は
拡

大
傾

向
に

あ
り

、
今

後
も

市
場

の
拡

大
が

見
込

ま
れ

る
。

•
一

方
で

、
有

機
農

業
拡

大
の

障
壁

と
し
て

作
業

労
力

や
販

路
確

保
な

ど
に

課
題
が

あ
る

た

め
、

こ
れ

ま
で

農
業

者
個

々
の

取
組

で
あ

っ
た

有
機

農
業

を
、

資
源

・
生

産
・
流

通
・

消

費
の

各
分

野
一

体
で

計
画

的
に

推
進

す
る

こ
と

で
、

軽
労

か
つ

高
収

益
で

取
り
組

み
や

す

い
有

機
農

業
を

実
現

す
る

。

•
こ

れ
ら

の
実

現
の

た
め

、
中

長
期

を
見

据
え

た
計

画
が

必
要

で
あ

り
、

有
機

農
業

の
取

組

方
針

や
活

動
内

容
を

定
め

た
「

静
岡

市
有

機
農

業
実

施
計

画
」

を
策

定
し

、
推
進

す
る

。

第
２
章

•
「

有
機

農
業

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
及

び
「

有
機

農
業

の
推

進
に

関
す

る
基
本

的
な

方

針
」

（
国

）
に

基
づ

く
。

•
「

静
岡

市
総

合
計

画
」

や
「

静
岡

市
農
業

振
興

計
画

」
に

お
い

て
推

進
す

る
こ
と

と
し

て

い
る

、
環

境
負

荷
を

低
減

し
た

農
業

の
具

体
的

な
方

針
・

取
組

内
容

を
定

め
る
計

画
と

し

て
位

置
付

け
る

。

２
計
画
の
位
置

づ
け
（

役
割
）

•
本

計
画

の
期

間
は

2
0
2
5
年

（
令

和
７

年
）

度
か

ら
2
0
2
9
年

（
令

和
1
1
年

）
度

ま
で

の
５

年

間
と

す
る

。

３
計
画
の
期
間

•
有

機
農

業
推

進
法

に
お

け
る

取
組

水
準
を

本
計

画
に

お
け

る
「

有
機

農
業

」
と
定

義
す

る
。

（
化

学
農

薬
・

化
学

肥
料

、
組

換
え

D
N
A技

術
を

使
用

せ
ず

、
環

境
へ

の
負

荷
を
で

き
る

だ
け

低
減

）

•
国

際
水

準
の

有
機

農
業

、
有

機
J
A
S
認

証
を

取
得

し
た

農
地

で
栽

培
・

格
付

さ
れ
た

も
の

は
、

こ
の

「
有

機
農

業
」

に
包

含
さ

れ
る

。

４
有
機
農
業
の

定
義

１
本
市

農
業
の

現
状

•
農

家
の

高
齢

化
及

び
担

い
手

不
足

が
進
み

、
こ

れ
に

伴
い

耕
作

地
が

減
少

し
て
い

る
。

・
農

業
経

営
体

数
2
0
1
5
年

:
3
,
9
1
5戸

⇒
2
0
2
0
年

:
2
,
7
2
5
戸

に
減

少

・
経

営
耕

地
面

積
2
0
1
5
年

：
4
,
2
3
0h
a

⇒
2
0
2
0
年

：
2
,
4
3
0
h
a

に
減

少

（
耕

地
面

積
は

2
0
1
5
年

：
5
,
1
3
0h
a

⇒
 
2
0
2
0
年

：
4
,
5
8
0
h
a

に
減

少
）

•
十

分
な

農
業

収
入

が
得

ら
れ

ず
農

業
の
継

続
や

新
規

就
農

が
困

難
と

な
っ

て
い
る

。

•
燃

料
や

資
材

、
肥

料
な

ど
の

価
格

が
高
騰

し
て

お
り

、
経

営
を

圧
迫

し
て

い
る
。

•
収

益
性

の
高

い
生

産
・

流
通

販
売

体
制
が

整
っ

て
い

な
い

。

•
社

会
ニ

ー
ズ

と
し

て
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
、

カ
ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
へ

の
更

な
る

対
応
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

２
本
市

農
業
の

課
題

〇
販

売
単

価
等

の
向

上
に

よ
り

収
益

性
を

改
善

し
た

、
儲

か
る

農
業

の
実

現

〇
小

規
模

も
含

め
た

基
盤

整
備

、
農

地
中

間
管

理
事

業
等

の
推

進
に

よ
る

農
地
集

積

〇
先

端
技

術
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

、
省

エ
ネ

◎
環

境
負

荷
低

減
へ

の
取

組
に

よ
る

農
産

物
の

価
値

と
農

業
所

得
の

向
上

⇒
生

産
者

と
消

費
者

の
双

方
の

意
識

醸
成

と
消

費
拡

大

⇒
異

業
種

が
参

入
し

や
す

い
環

境
と

支
援

づ
く

り

⇒
安

定
的

生
産

及
び

環
境

負
荷

を
低

減
し

た
農

業
に

よ
り

生
ま

れ
る

農
作
物

の
販

売
先

の
確

保

４
本
市

有
機
農

業
の
現

状

•
本

市
有

機
農

業
取

組
面

積
は

令
和

6
年

時
点

で
3
4
h
a
（

市
把

握
実

数
）

で
あ

り
、
耕

地
面

積
対

比
の

割
合

で
は

0
.
8
%

に
留

ま
っ

て
い

る
。

ま
た

、
そ

の
多

く
は

茶
で

あ
り

、
米

や
果

樹
、

野
菜

の
有
機

生
産

者
は

少
な

く
、

広
が

り
が

限
定

的
で

あ
る

。

•
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「

現
在

、
買
い

物
を

す
る

際
に

環
境

負
荷

の
少

な
い
農

業
で

生
産

さ
れ

た
農

産
物

を
選

ん
で

い
ま

す
か

」
に

「
い

つ
も

選
ん

で
い

る
」

と
回

答
し

た
割

合
は

9
.
2
％

と
な
っ

て
い

る
。

５
本
市

有
機
農

業
の
主

な
課
題

•
資

材
選

定
が

個
々

の
経

験
や

努
力

に
基
づ

い
て

お
り

、
地

域
内

の
資

源
が

循
環
す

る
シ

ス
テ

ム
が

構
築

さ
れ

て
い

な
い

•
本

市
に

限
ら

ず
、

有
機

農
業

は
一

般
の
栽

培
と

比
較

し
手

間
が

か
か

る
こ

と
や
、

収
量

が
減

少
す

る
こ

と
が

多
い

ま
た

、
有

機
農

業
に

取
り

組
む

た
め

の
地

域
の

実
情

に
即

し
た

栽
培

指
針

や
経
営

デ
ー

タ
が

不
足

し
て

い
る

•
需

要
側

が
求

め
る

規
格

や
価

格
、

数
量
等

が
、

供
給

側
と

一
致

せ
ず

、
販

路
が
広

が
り

に
く

い

•
生

産
者

、
流

通
業

者
、

販
売

業
者

な
ど
関

係
者

が
協

議
・

連
携

す
る

仕
組

み
や
生

産
を

推
進

す
る

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
な

い

※
経

営
耕

地
面

積
は

耕
地

面
積

か
ら

自
給

的
農

家
や

土
地

持
ち

非
農

家
,

耕
作

放
棄

地
等

を
除

い
た

面
積

（
1
/2
）

３
有
機

農
業
を

推
進
す

る
理
由

•
本

市
農

業
を

持
続

的
な

も
の

と
す

る
た
め

に
は

、
「

環
境

負
荷

の
低

減
」

と
「
収

益
の

向
上

」
が

不
可

欠
で

あ
り

、

有
機

農
業

は
こ

れ
ら

を
両

立
し

う
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

本
市

で
推

進
を

図
る
。

20
25

年
3月

4日
静

岡
市

経
済

局
農

林
水

産
部

農
業

政
策

課



静
岡
市
有
機
農
業
実
施
計
画

概
要

第
３
章

１
目
指
す
姿

•
生

産
性

が
向

上
し

、
少

人
数

で
も

軽
労
な

有
機

農
業

•
高

価
格

・
安

定
的

販
路

に
よ

る
収

益
性
の

高
い

有
機

農
業

•
新

規
就

農
や

新
規

参
入

を
し

た
い

・
し
や

す
い

有
機

農
業

•
消

費
者

が
有

機
農

産
物

等
の

意
義

を
理
解

し
、

選
択

・
購

入
し

て
い

る

•
資

源
循

環
等

に
よ

る
低

環
境

負
荷

化

第
４
章

３
数
値

目
標

４
低
・

未
利
用

資
源
の

有
効
活

用

●
取

組
の

方
針

農
業

現
場

や
食

品
加

工
所

な
ど

か
ら
生

ま
れ

る
残

渣
を

肥
料

な
ど

へ
再

資
源
化

す
る

こ
と

で
、

地
域

内
の

資
源

を
循

環
さ

せ
、

環
境

負
荷

を
低

減
さ

せ
る

。

【
短

期
（

主
に

1
～

２
年

目
）

】
•

他
県

先
進

事
例

調
査

や
資

源
化

事
業

者
と

の
協

議
を

実
施

•
2
0
2
4
年

度
中

に
試

作
し

、
2
0
2
5
年

度
以
降

に
圃

場
で

の
実

証
を

行
う

【
中

期
（

主
に

３
～

５
年

目
）

】
•

施
用

指
針

を
作

成
し

、
栽

培
体

系
へ

の
組

み
込

み
を

容
易

に
す

る
。

資
源

循
環
型

肥
料

を
施

用
指

針
に

従
っ

て
使

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
有

機
農

業
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
る
と

と
も

に
、

地
域

内
資

源
を

循
環

さ
せ

る
。

１
有
機
栽
培
の

取
組
拡

大

●
取

組
の

方
針

基
礎

的
な

技
術

を
学

ぶ
機

会
を

確
保
す

る
と

と
も

に
、

モ
デ

ル
と

な
る

有
機
農

業
の

栽
培

や
経

営
の

あ
り

方
を

調
査

・
実

証
に

よ
り

体
系

化
し

、
静
岡

市
の

営
農

状
況

に
応

じ
た

よ
り

具
体
的

な
有

機
栽

培
の

指
針

を
作

成
す

る
こ

と
で

、
新

規
就

農
者

や
慣

行
農
業

か
ら

の
転

換
を

容
易

に
し

、
有

機
農
業

の
拡

大
を

図
る

。

【
短

期
（

主
に

1
～

２
年

目
）

】
•

栽
培

技
術

の
体

系
化

（
技

術
指

導
,
栽

培
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

）
•

モ
デ

ル
圃

場
で

の
栽

培
実

証
、

生
産

コ
ス

ト
の

調
査

【
中

期
（

主
に

３
～

５
年

目
）

】
•

策
定

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

基
に

、
栽

培
技

術
の

横
展

開
を

図
る

•
有

機
農

業
者

に
取

り
組

む
生

産
者

が
技
術

指
導

を
受

け
ら

れ
る

環
境

の
検

討
•

新
規

就
農

・
新

規
参

入
し

や
す

い
環

境
の

整
備

（
土

地
の

準
備

、
研

修
受

け
入
れ

、
生

産
技

術
指

導
、

経
営

管
理

な
ど

一
連

の
支

援
体

制
構

築
）

２
高
価
格
・
安

定
的
販

売
環
境

の
整
備

●
取

組
の

方
針

生
産

側
と

流
通

・
小

売
事

業
者

等
と
の

ニ
ー

ズ
調

査
を

踏
ま

え
、

有
機

農
産
物

の
新

た
な

販
路

の
開

拓
や

販
路

拡
大

に
取

り
組

む
。

海
外

輸
出

に
お

い
て

は
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

整
備
、

国
内

で
は

ス
ー

パ
ー

等
で

の
有

機
農

産
物

コ
ー

ナ
ー

の
設

置
や

拡
大
、

一
次

加
工

処
理

を
施

し
た

姿
で

の
提
供

等
に

よ
り

、
販

路
拡

大
を

進
め

る
。

【
短

期
（

主
に

1
～

２
年

目
）

】
•

販
路

拡
大

に
向

け
た

商
談

会
・

研
修

会
等

の
実

施
•

学
校

給
食

で
試

行
的

に
有

機
食

材
を

導
入

し
、

課
題

の
洗

い
出

し

【
中

期
（

主
に

３
～

５
年

目
）

】
•

茶
な

ど
の

海
外

輸
出

販
路

の
他

、
高

価
格

・
安

定
的

な
販

路
の

開
拓

•
有

機
食

材
の

給
食

導
入

に
お

け
る

、
集
荷

や
配

送
面

で
の

課
題

解
決

に
向

け
た
手

法
の

検
討

３
消
費

の
拡
大

●
取

組
の

方
針

認
証

制
度

や
広

報
等

を
通

じ
、

消
費
者

に
対

し
て

有
機

農
業

の
意

義
を

伝
え
、

取
り

組
み

に
対

し
て

共
感

し
、

選
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

に
発

信
を

行
う

。

【
短

期
（

主
に

1
～

２
年

目
）

】
•

学
校

給
食

利
用

を
通

じ
た

、
児

童
や

親
世

代
へ

の
普

及
啓

発
•

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

マ
ル

シ
ェ

の
開

催
•

認
証

制
度

を
用

い
た

、
環

境
負

荷
低

減
へ

の
取

組
の

可
視

化

【
中

期
（

主
に

３
～

５
年

目
）

】
•

認
証

制
度

等
に

よ
り

有
機

農
産

物
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

進
め
る

と
と

も
に

、
食

育
活

動
や

市
民

向
け

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
、
本

市
の

有
機

農
業

の
取

り
組

み
を

消
費
者

に
向

け
て

発
信

す
る

資
源

流
通

消
費

生
産

２
取
組

の
方
針

•
学

校
給

食
等

で
の

有
機

農
産

物
導

入
に
よ

り
安

定
し

た
販

路
を

確

保
す

る
と

と
も

に
、

生
産

技
術

の
習

得
機

会
の

確
保

や
肥

料
の

開

発
、

情
報

発
信

な
ど

に
よ

り
、

生
産

拡
大

と
理

解
促

進
を

図
る

。

•
茶

は
海

外
輸

出
を

見
据

え
た

有
機

栽
培
へ

の
転

換
支

援
と

、
持

続

的
な

販
路

の
確

保
及

び
新

た
な

海
外

へ
の

販
路

開
拓

に
よ

り
、

収

益
力

が
高

く
、

儲
か

る
茶

業
を

実
現

す
る

。

（
2
/2
）

静
岡
市
有

機
農
業

の
目
指

す
姿
・

基
本
方
針

取
り
組
み

（
20

24
〜

20
25

年
）

（
20

24
〜

20
25

年
）

（
20

24
〜

20
25

年
）

（
20

24
〜

20
25

年
）

20
50
年

(最
終
目
標
)

20
30
年

(国
県
中
間
目
標
年
)

20
29
年

（
目
標
）

20
24
年

（
現
状
）

25
.0
％

（
52
5h

a）
2.
2％

（
67
ha
）

1.
9％

（
60
ha
）

0.
8％

（
34
ha
）

市
内
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
取
組
割
合
（
面
積
）20
25

年
3月

4日
静

岡
市

経
済

局
農

林
水

産
部

農
業

政
策

課


